
　

新
た
な
分
子
標
的
薬
や
免

疫
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
阻
害

薬
の
登
場
に
よ
り
、
一
部
の

悪
性
腫
瘍
は
制
御
可
能
と
な

り
、
Ｃ
型
肝
炎
も
新
た
な
抗

ウ
イ
ル
ス
薬
に
よ
り
、
内
服

薬
で
完
治
す
る
過
去
の
病
気

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
医
療
に
革
新
的
な
進
歩

を
も
た
ら
す
創
薬
研
究
に
魅

了
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
ご

縁
が
あ
り
薬
学
部
へ
移
籍

し
、
早
い
も
の
で
10
年
が
経

過
し
た
。

　

こ
の
間
、
薬
学
部
の
教
員

や
学
生
達
と
共
に
創
薬
研
究

や
薬
学
教
育
を
進
め
て
き
た

が
、同
時
に
日
本
の
研
究
・
開

発
環
境
を
と
り
ま
く
厳
し
い

現
実
も
肌
で
感
じ
て
い
る
。

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
が
良
い

例
で
あ
る
が
、
欧
米
で
は
、

政
府
が
多
額
の
資
金
援
助
を

行
い
、
ア
カ
デ
ミ
ア
発
の
研

究
シ
ー
ズ
を
バ
イ
オ
ベ
ン
チ

ャ
ー
が
実
用
化
し
、
製
薬
企

業
へ
成
長
す
る
と
い
っ
た
好

循
環
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
一

方
で
、
日
本
で
は
ま
だ
そ
の

よ
う
な
土
壌
が
十
分
に
育
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打

破
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
産
官
学
が
緊
密
に

連
携
を
と
り
、
特
に
若
い
学

生
が
学
問
や
研
究
に
興
味
を

持
ち
、
海
外
留
学
や
ベ
ン
チ

ャ
ー
設
立
な
ど
に
積
極
的
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
な

環
境
の
整
備
が
急
務
で
あ

る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
慶
應
義

塾
が
全
国
の
大
学
に
先
駆
け

て
開
始
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
職
域
接

種
は
、
医
療
系
３
学
部
が
揃

っ
た
慶
應
義
塾
な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
い
取
り
組
み
で
あ

っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
私
も

問
診
業
務
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
が
、
驚
い
た
の

は
、
義
塾
の
学
生
や
教
職
員

の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
他
大

学
の
学
生
や
留
学
生
も
広
く

受
け
入
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

も
ち
ろ
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

任
意
で
あ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ

ス
で
講
義
を
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
学
生
や
、
海
外
留
学
を

志
し
て
い
た
の
に
中
断
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
学
生
に
と

っ
て
、
大
き
な
希
望
と
安
心

感
に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
続
い
て
い
る

が
、
若
い
学
生
が
安
心
し
て

勉
強
や
研
究
に
打
ち
込
み
、

様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
、

こ
れ
か
ら
も
医
療
・
研
究
・

教
育
の
多
方
面
か
ら
応
援
し

て
い
き
た
い
。

（
慶
應
義
塾
大
学
薬
学
部
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慶
應
医
学
会
創
立
百
年
に
寄
せ
て

天
谷 

雅
行（
64
回
）

慶
應
医
学
会
会
長

慶
應
義
塾
大
学
病
院

開
院
百
年
に
寄
せ
て

松
本 

守
雄（
65
回
）

慶
應
義
塾
大
学
病
院
長

百
年
に
寄
せ
て
～
慶
應
醫
学
と
三
四
会
～

武
田 

純
三（
52
回
）

三
四
会
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
で
１
年
遅
れ
の

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
節

目
と
な
る
１
０
０
年
の
記
念

の
会
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

誠
に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
は
１

９
２
０
年
11
月
６
日
に
北
里

柴
三
郎
博
士
を
初
代
病
院
長

と
し
て
当
時
の
東
京
市
四
谷

区
西
信
濃
町
に
開
院
い
た
し

ま
し
た
。
北
里
博
士
は
医
学

部
開
校
・
病
院
開
院
式
に
お

い
て
福
澤
先
生
よ
り
受
け
た

恩
顧
に
感
謝
を
述
べ
る
と
と

も
に
「
各
科
の
分
立
を
防

ぎ
、
基
礎
医
学
と
臨
床
医
学

時
は
木
造
２
階
建
、
約
２
０

０
病
室
、
５
０
０
名
収
容
の

規
模
で
し
た
が
、
当
時
本
邦

随
一
の
評
判
を
得
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
以
来
慶
應
病
院

は
東
京
大
空
襲
に
よ
る
焼
失

な
ど
幾
多
の
困
難
な
時
期
を

乗
り
越
え
つ
つ
、
北
里
博
士

の
理
念
を
１
０
０
年
に
わ
た

り
脈
々
と
受
け
継
ぎ
、
国
内

外
か
ら
も
高
く
評
価
さ
れ
る

病
院
と
な
り
ま
し
た
。
病
院

の
発
展
に
多
大
な
る
ご
尽
力

を
さ
れ
た
多
く
の
先
人
の
方

々
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
慶
應
病
院
で
は
31

の
診
療
科
が
互
い
の
垣
根
を

無
く
し
、
す
べ
て
の
職
種
が

協
力
し
て
患
者
の
方
々
に
質

の
高
い
チ
ー
ム
医
療
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
治
療
が
極
め

て
困
難
な
が
ん
、
免
疫
、
遺

伝
な
ど
に
よ
る
難
治
性
疾
患

に
対
し
て
は
複
数
の
診
療
科

の
専
門
家
チ
ー
ム
か
ら
な
る

ク
ラ
ス
タ
ー
部
門
が
高
度
な

医
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
２

０
１
６
年
に
は
厚
生
労
働
省

に
よ
り
私
立
大
学
病
院
と
し

て
は
第
一
号
と
な
る
臨
床
研

究
中
核
病
院
に
認
定
さ
れ
、

基
礎
と
臨
床
が
連
携
し
つ
つ

先
進
的
な
臨
床
研
究
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
患
者
の
皆

さ
ん
に
届
け
る
取
り
組
み
が

活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
中
核
拠
点

病
院
お
よ
び
内
閣
府
の
Ａ
Ｉ

ホ
ス
ピ
タ
ル
モ
デ
ル
病
院
に

も
認
定
さ
れ
、
次
世
代
の
医

療
の
推
進
に
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

の
連
携
を
緊
密
に

し
、
学
内
は
融
合

し
て
一
家
族
の
如

く
、
全
員
挙
（
こ

ぞ
）
っ
て
医
学
の

研
鑽
に
努
め
る
」

こ
と
を
理
念
に
掲

げ
ま
し
た
。
開
院

　

三
四
会
は
、
１
９
２
０
年

１
月
29
日
に
北
里
先
生
を
招

い
て
発
会
式
を
催
し
、
学
生

の
活
動
と
し
て
走
り
出
し
ま

す
。
発
会
当
時
の
目
的
は

『
会
員
相
互
の
交
誼
を
厚
く

し
心
身
の
強
健
を
は
か
る
こ

と
』
で
し
た
が
、
現
在
の
会

則
で
は
『
医
学
部
と
密
接
な

連
携
を
保
ち
、
会
員
相
互
の

親
睦
、
医
学
医
術
の
研
鑽
に

努
め
、
福
澤
、
北
里
両
先
生

建
学
の
訓
え
を
体
し
て
慶
應

医
学
の
隆
盛
発
展
に
寄
与
す

る
こ
と
』
と
謳
っ
て
い
ま

す
。

　

信
濃
町
で
の
本
科
の
開
始

は
１
９
１
９
年
４
月
16
日
の

始
業
式
で
す
。
こ
の
時
北
里

先
生
は
、『
日
本
の
医
学
界

は
長
く
官
学
の
独
占
す
る
所

な
り
し
が
、
近
来
私
立
の
専

門
学
校
も
起
り
、
民
間
に
於

て
も
医
学
の
研
究
盛
ん
と
な

り
、
遂
に
慶
應
義
塾
に
も
医

学
科
創
設
せ
ら
る
ゝ
に
至
り

し
は
本
邦
医
学
界
の
為
に
慶

す
可
き
事
な
り
。』
と
挨
拶

さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
應
義
塾

が
翌
１
９
２
０
年
４
月
に
大

学
令
に
基
づ
く
大
学
と
な
る

　

慶
應
医
学
会
は
、
１
９
１

７
年
医
学
部
が
開
設
さ
れ
た

３
年
後
、
１
９
２
０
年
に
創

立
さ
れ
ま
し
た
。当
時
は「
慶

應
医
学
会
」
と
「
慶
應
医
学

社
」
と
し
て
創
立
さ
れ
、
１

９
２
８
年
に
両
者
は
合
併
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
１
回
慶
應

医
学
会
総
会
が
１
９
２
０
年

11
月
８
日
に
医
学
部
信
濃
町

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
こ
の
日
の
総
会
に
お

い
て
会
則
、
役
員
の
決
定
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以

し
て
、
慶
應
医
学
部
の
事
業

の
一
部
を
展
開
す
る
形
で
、

医
学
部
と
と
も
に
発
展
し

て
、
２
０
２
０
年
に
創
立
１

０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
２

０
２
１
年
現
在
、
慶
應
医
学

会
は
、
慶
應
義
塾
大
学
医
学

部
・
大
学
院
医
学
研
究
科
の

教
員
、
大
学
院
生
を
は
じ
め

と
し
て
様
々
な
団
体
・
機
関

の
約
４
０
０
０
人
の
会
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
應
医
学
会
の
大
切
な
事

業
の
ひ
と
つ
に
、
公
式
学
会

誌
の
発
刊
が
あ
り
ま
す
。
１

９
２
１
年
に
、「
慶
應
医

学
」
の
第
１
巻
第
１
号
が
、

慶
應
医
学
社
よ
り
創
刊
さ
れ

ま
し
た
。
医
学
に
関
す
る
最

新
の
学
術
知
識
お
よ
び
情
報

の
公
開
お
よ
び
共
有
を
目
的

と
し
て
、
特
別
寄
稿
、
総

説
、
講
座
、
原
著
、
学
位
論

文
な
ど
、
数
多
く
の
優
れ
た

慶
應
医
学
の
発
展
に
貢
献
す

る
業
績
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
医
学
部
の
財
務
改
革
施

策
、
若
手
医
師
支
援
策
の
一

環
に
よ
り
、
２
０
０
９
年
、

第
８
５
巻
第
２
号
を
最
後
に

休
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
慶
應
医
学
」
の
休
刊
に

伴
い
、
１
９
５
２
年
に
創
刊

さ
れ
た
「T

he K
eio 

Journal of Medicine

」
が
、

２
０
０
８
年
よ
り
、
慶
應
医

学
会
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
ジ

ャ
ー
ナ
ル
と
な
り
、
国
際
化

に
よ
り
力
を
い
れ
て
行
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
２
０
１
９

年
よ
り
、
理
工
学
部
，
看
護

医
療
学
部
、
薬
学
部
の
方
々

が
編
集
委
員
に
加
わ
り
、
対

象
論
文
をMedicine

か
ら
、

Life Science

の
分
野
へ
拡

大
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Online Journal

へ
の
移
行
、

Impact Factor

の
獲
得
を
目

指
し
て
、
進
化
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

慶
應
医
学
会
の
も
う
ひ
と

つ
の
大
切
な
事
業
に
、
年
１

回
の
総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
、
年
50
回
程
度
随
時
開
催

さ
れ
る
例
会
が
あ
り
ま
す
。

総
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
そ
の
時
々
で
最
も
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
、

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を
始
め

第
一
線
の
研
究
者
が
講
演
者

と
な
り
、
最
先
端
の
医
学
、

生
命
科
学
を
議
論
す
る
貴
重

な
機
会
を
提
供
し
て
き
ま
し

た
。
２
０
２
０
年
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ

Ｉ
Ｄ
︲
19
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
、
病
院
・
三
四
会
・

医
学
会
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
延
期
さ
れ
た
際
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

Ｗ
Ｅ
Ｂ
開
催
さ
れ
、
生
配
信

さ
れ
ま
し
た
。

　

慶
應
医
学
会
最
高
賞
と
し

て
、
明
確
な
臨
床
応
用
を
見

据
え
たin vivo

実
験
医
学
に

お
い
て
、
世
界
に
真
価
を
問

う
斬
新
な
医
学
研
究
を
対
象

と
し
て
、
２
０
１
４
年
「
野

村
達
次
賞
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
以
後
、
慶
應
医
学
の

目
指
す
「
臨
床
医
学
に
貢
献

す
る
基
礎
医
学
」
に
貢
献
し

た
若
手
研
究
者
が
顕
彰
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

次
の
１
０
０
年
に
向
け

て
、
慶
應
医
学
会
が
益
々
発

展
し
、
世
界
の
先
導
者
と
な

る
多
く
の
若
手
研
究
者
を
輩

出
す
る
基
盤
と
な
り
続
け
る

こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。

っ
て
必
須
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。
１
９
２
１
年
１
月

に
雑
誌
「
慶
應
醫
学
」
が
発

刊
さ
れ
ま
す
。

　

同
時
に
４
月
か
ら
は
、
臨

床
科
目
の
講
義
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
臨
床

の
教
室
が
設
立
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
病
院
の
設
計

に
当
た
っ
て
北
里
先
生
は
、

・
堂
々
た
る
建
築
を
避
け
、

入
口
な
ど
も
病
衣
人
の
出
入

り
に
便
利
に
な
る
よ
う
に
す

る
こ
と

・
診
療
各
科
の
連
絡
を
よ
く

し
、
患
者
が
各
科
の
診
療
室

を
訪
う
に
便
利
に
す
る
こ
と

と
指
示
し
て
い
ま
す
。
診
療

は
、
病
院
の
開
院
式
を
待
た

ず
し
て
、
出
来
上
が
っ
た
建

物
を
利
用
し
て
開
始
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
11
月
６
日

（
土
）
に
は
、
開
校
・
開
院

式
を
迎
え
ま
す
。
義
塾
の
根

幹
と
も
い
え
る
社
中
の
協
力

に
、
北
里
の
訓
え
で
あ
る
基

礎
医
学
と
臨
床
医
学
、
診
療

科
間
の
連
携
な
ど
の
横
へ
の

繋
が
り
を
背
景
に
、
臨
床
、

教
育
、
研
究
の
体
制
が
そ
ろ

い
、『
慶
應
醫
学
』
が
誕
生

し
ま
す
。

　

戦
争
に
よ
り
学
生
の
活
動

が
制
限
さ
れ
、
卒
業
生
の
人

数
が
増
え
て
き
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
学
生
の
活
動
か
ら
同

窓
会
へ
と
移
行
し
て
い
き
ま

し
た
。
色
々
な
職
業
に
就
い

て
い
る
同
門
の
同
窓
会
と
は

異
な
り
、
三
四
会
会
員
は
全

て
医
師
か
歯
科
医
師
で
、
医

療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
慶
應
で
は
全
国
に
関
連

病
院
が
広
が
っ
て
お
り
、
臨

床
教
育
が
信
濃
町
の
医
学
部

・
病
院
だ
け
で
な
く
、
関
連

病
院
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
先

輩
が
後
輩
を
、
後
輩
が
さ
ら

に
後
輩
を
教
え
て
き
ま
し

た
。
三
四
会
は
教
育
の
場
で

あ
り
、
診
療
の
連
携
の
手
段

と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

社
中
の
横
の
繋
が
り
と
、

医
学
部
か
ら
同
窓
会
へ
と
世

代
を
超
え
て
の
縦
の
連
携
が

絡
み
合
っ
て
慶
應
醫
学
が
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
百
年
積

み
重
ね
に
よ
る
団
結
力
の
強

さ
が
、
三
四
会
の
誇
り
で
あ

り
ま
す
。

　

三
四
会
は
慶
應
醫
学
を
支

え
て
き
ま
し
た
し
、
慶
應
醫

学
が
三
四
会
の
結
束
を
強
め

て
き
ま
し
た
。「
慶
應
医
学

の
隆
盛
発
展
に
寄
与
す
る
」

は
、
こ
の
先
も
変
わ
る
こ
と

の
な
い
三
四
会
の
目
的
で

す
。

こ
と
で
医
学
科
が

医
学
部
と
な
り
、

研
究
科
の
設
置
が

義
務
付
け
ら
れ
ま

す
。
研
究
成
果
の

発
表
の
場
で
あ
る

慶
應
医
学
会
の
設

立
は
、
大
学
に
と

後
、
２
度
の
世
界

大
戦
に
よ
り
学
会

活
動
は
途
絶
え
た

こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
慶
應
医
学

会
は
、「
医
学
の
進

歩
と
啓
発
を
図
る

こ
と
」
を
目
的
と

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ

イ
ン
会
場
で
あ
る
新
国
立
競

技
場
に
隣
接
す
る
病
院
と
し

て
、
会
場
医
療
の
提
供
や
要

人
対
応
を
行
う
な
ど
社
会
貢

献
に
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
慶
應
社

中
の
皆
様
の
多
大
な
る
ご
支

援
を
頂
き
、
１
号
館
Ⅱ
期
棟

が
完
成
し
、
１
９
８
６
年
に

完
成
し
た
２
号
館
の
改
修
を

行
い
つ
つ
、
来
年
春
に
は
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
棟
や
外
構
も
整

備
さ
れ
文
字
通
り
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。
ま

さ
に
世
界
に
冠
た
る
総
合
医

学
府
を
目
指
す
慶
應
医
学
の

基
幹
病
院
と
し
て
患
者
の
皆

さ
ん
に
慶
應
ら
し
く
質
の
高

い
心
の
通
っ
た
医
療
を
提
供

で
き
る
こ
と
は
教
職
員
に
と

り
ま
し
て
も
大
き
な
喜
び
で

す
。
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な

素
晴
ら
し
い
医
療
施
設
を
用

意
し
て
頂
い
た
以
上
、
慶
應

医
学
を
医
療
、
研
究
、
教

育
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
分

野
で
発
展
さ
せ
、
人
類
の
福

祉
に
貢
献
す
る
こ
と
は
我
々

に
課
せ
ら
れ
た
大
き
な
使
命

現在、三四会では今後の会員の皆様への情報
発信を強化していくため、発信方法の検討を
進めております。つきましては、簡単なウェ
ブアンケートをご用意致しましたので、以下
のQRコードよりご回答頂けますと幸いです
（所要時間は2-3分です）。

「情報発信方法の希望に関する
アンケート」ご協力のお願い

三四会より

情報発信がより活発に行
われ、会員同士のコミュ
ニケーションも深まって
いくように検討を重ねた
いと存じます。何卒ご協
力のほどよろしくお願い
申し上げます。

三四会員各位
慶應義塾大学病院ならびに慶應医学会と合同で
計画しておりました100年記念式典・シンポジ
ウムは、１年遅れのＷＥＢでの開催となりまし
たが、9月11日（土）14時より、約700名の参加登
録をいただいて開催することができました。こ
れもひとえに会員諸氏のご協力の賜物と御礼申
し上げます。会の詳細は、医学部新聞の記事を
ご覧ください。
三四会は、この先百年も〝慶應醫学の隆盛発展
に寄与する〟ことを目指して活動してまいりま
すので、会員の先生方のご支援をお願い申し上
げます。
� 三四会会長　武田純三

で
も
あ
り
ま
す
。
新
し
い
医

療
を
切
り
開
い
て
い
く
舞
台

と
し
て
慶
應
病
院
が
次
の
１

０
０
年
に
向
け
て
発
展
し
て

い
け
る
よ
う
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
努
力
を
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
１

０
０
年
合
同
記
念
式
典
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
ご
支

援
・
ご
尽
力
を
頂
い
た
皆
様

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

三田キャンパスワクチン�
接種終了のご報告

　三四会として医師の派遣に協力してまい
りました三田キャンパスでの〝ワクチン接
種〟に関して、慶應義塾新型コロナウイル
ス感染症対策本部より、接種が完了した旨
の通知が、塾より出されました。
　『６月21日（月）から大規模な新型コロナ
ウイルスワクチンの職域接種会場を三田キ
ャンパス南校舎に設置していましたが、先
週をもって終了しました。
　９月３日（金）までに、学生・教職員、キ
ャンパスで働く委託企業等の方に加えて、
他大学等の学生・教職員の方を対象に合計
でおよそ49,000人への２回のワクチン接種
が完了しています。
　今回の職域接種会場での１回目接種者の
２回目接種率は98.7％となりました。』
� 慶應義塾大学医学部三四会
� 会長　武田　純三　　　　

慶應義塾大学病院・三四会・慶應医学会

100年合同記念式典・シンポジウム開催
　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
・
三

四
会
・
慶
應
医
学
会
は
い
ず

れ
も
１
９
２
０
年
に
創
立
さ

れ
て
お
り
、
昨
年
１
０
０
周

年
を
迎
え
た
。
昨
年
11
月
に

１
０
０
周
年
合
同
記
念
会
を

明
治
記
念
館
で
開
催
予
定
で

あ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ

り
、
今
年
に
延
期
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
２
０

２
１
年
9
月
11
日
に
三
田
キ

ャ
ン
パ
ス
南
校
舎
ホ
ー
ル
に

て
、
慶
應
義
塾
大
学
病
院
・

三
四
会
・
慶
應
医
学
会 

１

０
０
年
合
同
記
念
式
典
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ

た
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
感
染
状

況
が
改
善
し
な
い
中
、
現
地

で
の
参
加
者
は
伊
藤
塾
長
を

始
め
、
式
辞
、
座
長
、
演
者

な
ど
登
壇
さ
れ
る
方
25
名
程

度
に
制
限
さ
れ
、
７
２
０
余

名
の
事
前
登
録
者
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

で
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

現
地
に
は
退
職
さ
れ
て
久

し
ぶ
り
に
お
会
い
す
る
大
先

輩
た
ち
も
多
く
お
ら
れ
、
懐

か
し
い
思
い
が
し
た
。
会
に

先
立
ち
、
諸
先
輩
方
と
共
に

現
地
参
加
者
全
員
で
記
念
撮

影
が
行
わ
れ
、
マ
ス
ク
姿
で

は
あ
っ
た
が
１
０
０
周
年
に

相
応
し
い
華
や
か
な
写
真
撮

影
に
な
っ
た
。

　

１
０
０
周
年
会
は
、
式
典

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
２
部
構

成
で
行
わ
れ
た
。

1年遅れのＷＥＢ開催ながら華やかに

〈
記
念
式
典
〉

　

式
典
は
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

の
小
川
彩
佳
さ
ん
の
司
会
で

始
ま
り
、
ま
ず
病
院
の
記
念

ム
ー
ビ
ー
が
流
さ
れ
た
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

れ
た
ば
か
り
の
新
国
立
競
技

場
と
新
病
院
を
ド
ロ
ー
ン
で

空
か
ら
俯
瞰
撮
影
し
た
動
画

で
始
ま
り
、
北
里
柴
三
郎
の

教
え
通
り
、
い
つ
の
時
代
も

基
礎
・
臨
床
一
体
型
医
学
・

医
療
の
実
現
を
理
念
と
し
て

歩
ん
で
き
た
こ
と
、
次
の
１

０
０
年
に
向
か
っ
て
教
職
員

一
丸
と
な
っ
て
邁
進
す
る
こ

と
が
伝
え
ら
れ
た
。
続
い
て

三
四
会
の
記
念
ム
ー
ビ
ー
が

流
さ
れ
た
。
新
棟
建
設
な
ど

の
募
金
活
動
、
医
学
部
新

聞
、
三
四
会
会
員
名
簿
作

成
、
連
合
三
田
会
活
動
、
赤

倉
ア
カ
デ
ミ
ー
、
三
四
会
賞

な
ど
の
様
々
な
活
動
が
紹
介

さ
れ
た
。
背
景
に
は
学
外
で

活
躍
す
る
会
員
や
各
支
部
会

の
集
合
写
真
が
流
れ
、
三
四

会
が
世
代
を
超
え
た
交
流
の

場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

続
い
て
式
辞
に
移
り
、
ま

ず
伊
藤
公
平
塾
長
か
ら
は
、

医
学
部
の
次
の
１
０
０
年
の

飛
躍
の
た
め
に
医
学
部
か
ら

3
人
の
方
に
塾
の
理
事
に
入

っ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
、

三
四
会
員
に
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
職
域
接

種
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に

な
っ
た
こ
と
へ
の
御
礼
、
医

学
会
のKeio Journal of 

Medicine

は
理
工
学
部
、
薬

学
部
、
看
護
医
療
学
部
も
編

集
委
員
会
に
加
わ
り
オ
ー
ル

慶
應
の
医
学
誌
と
し
て
発
展

し
て
い
る
こ
と
へ
の
賛
辞
が

述
べ
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
病
院
を
代
表
し

て
松
本
守
雄
病
院
長
、
三
四

会
を
代
表
し
て
武
田
純
三
会

長
、
医
学
会
を
代
表
し
て
天

谷
雅
行
会
長
、
そ
し
て
来
賓

挨
拶
と
し
て
連
合
三
田
会
の

菅
沼
安
嬉
子
会
長
、
学
校
法

人
北
里
研
究
所
の
小
林
弘
祐

理
事
長
か
ら
祝
辞
を
頂
き
、

閉
会
と
な
っ
た
。

〈
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〉

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、“
次

の
１
０
０
年
へFor the 

Next 100 years

”
と
題
し

て
、
北
川
雄
光
常
任
理
事
よ

り
開
会
の
挨
拶
を
頂
い
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
３
部
構
成

で
、
座
長
は
歴
代
の
医
学
部

長
、
病
院
長
を
お
勤
め
に
な

っ
た
錚
々
た
る
先
生
方
が
担

っ
て
く
だ
さ
っ
た
。

　

第
1
部
『
次
世
代
を
見
据

え
た
医
療
と
人
材
育
成
』

は
、
座
長
を
名
誉
教
授
の
戸

山
芳
昭
先
生
と
池
田
康
夫
先

生
が
務
め
ら
れ
、
救
急
医
学

教
室
の
佐
々
木
淳
一
教
授
、

放
射
線
科
学
教
室
の
筆
者
、

医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー
の

門
川
俊
明
教
授
が
演
者
を
務

め
た
。

　

第
２
部
『
世
界
を
先
導
す

る
最
先
端
の
慶
應
医
学
』

は
、
猿
田
享
男
名
誉
教
授
、

医
化
学
教
室
の
末
松
誠
教

授
、
竹
内
勤
名
誉
教
授
が
座

長
を
務
め
ら
れ
、
リ
ウ
マ
チ

・
膠
原
病
の
金
子
祐
子
教

授
、
生
理
学
教
室
の
岡
野
栄

之
教
授
、
先
端
医
科
学
研
究

所
遺
伝
子
制
御
研
究
部
門
の

佐
谷
秀
行
教
授
が
演
者
を
務

め
ら
れ
た
。

　

第
３
部 
『
慶
應
医
学
の
あ

ゆ
み
と
そ
の
先
』
は
、 
座
長

を
名
誉
教
授
の
村
井
勝
先
生

と
相
川
直
樹
先
生
が
務
め
ら

れ
、
演
者
は
山
内
慶
太
常
任

理
事
と
宇
宙
飛
行
士
の
向
井

千
秋
先
生
か
ら
お
話
を
頂
い

た
。
各
演
者
の
講
演
内
容

は
、
紙
面
の
都
合
で
次
頁
の

各
演
者
の
要
旨
を
ご
覧
に
な

っ
て
頂
き
た
い
。
最
後
に
、

金
井
隆
典
医
学
部
長
が
１
０

０
年
後
の
後
輩
た
ち
に
語
り

か
け
る
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
閉

会
の
辞
を
述
べ
ら
れ
、
終
了

と
な
っ
た
。

　

２
０
０
周
年
を
迎
え
る
方

々
が
見
て
も
、
１
０
０
年
目

の
慶
應
医
学
の
状
況
が
よ
く

わ
か
り
、
か
つ
心
に
響
く
記

念
会
で
あ
っ
た
と
思
う
。

（
放
射
線
科
学
教
室（
診
断
）

　

教
授

�

陣
崎
雅
弘　

66
回
）

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
要

旨
に
つ
い
て
は
2
面
以
降
に

掲
載
】

小林弘祐理事長

三四会の記念ムービーも上映

記念式典・シンポジウムの参加者たちが一同に会して

菅沼安嬉子会長 伊藤公平塾長


